
区分 経費区分

実
行
予
算
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助
金

そ
の
他

 国庫 起債
その他
特定
財源

 一般
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

首都圏北部をターゲットとした巡回キャラバン事業 継続 政策的経費 3　楽しみを広げる（創造力） ふくい観光ビジョン ○ R4 2 80,686 80,686 ○

政策トライアル枠予算（首都圏統括監） 継続 政策的経費 5　ともに進める（総合力） － ○ R4 2 5,000 5,000 ○

2 85,686 85,686 2

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井県長期ビジョン
における位置づけ

関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

令和
５年度
予算額

 財源内訳

令和４年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般

課・室名 首都圏統括監 （単位：千円）



課長名

■ ■ R4 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 □ 無 （新幹線開業課）

□ 有 ■ 有

　首都圏北部における福井県の認知度が低い
　新幹線開業時における誘客数の増加

［問題・課題を表す客観的データ］

　魅力度ランキング３７位

（実績） （役割分担）

新幹線開業課は、新幹線沿線の停車駅構内において実施（大規模）
首都圏統括監は、首都圏北部県内のショッピングセンターや地域イベ
ントにおいて実施（小規模）

市町との連携状況 － 他県の状況
魅力度ランキング
　石川県　１０位
　富山県　２３位

〇首都圏北部５県（埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県、長野県）において、継続的に魅力を発信する
　・福井県関連の物産展実施、地域イベントへの出展
　・日本生命、首都圏北部の地方銀行等と連携してパンフレット等配布
　・首都圏北部のマスメディアやインフルエンサーとの関係を強化
　・アンテナショップの販売を首都圏北部地域に拡大

［受益者］ 首都圏北部５県の居住者 ［想定される受益者数］ 1,600万人

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名 カウントダウン首都圏プロモーション事業

政　　策  〔 10　新幹線開業効果を最大限

［解決すべき問題・課題］

［事業目的］

　首都圏北部各地で福井県関連の物産展およびイベントへの出展を実施することで、継続的に福井県の魅力を発信し、認知度を高めるとともに具体的な誘客促進を図
る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 3　楽しみを広げる（創造力）
関連する県の計画等 〔 ふくい観光ビジョン 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託 補 助 金 R6

補助率 － 法 定受託 事務

課名

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

首都圏北部をターゲットとした巡回キャラバン事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 首都圏統括監



課長名

■ ■ R4 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

令和元年度 2年度 3年度 4年度

34,851

［成果指標等の推移］

令和元年度 2年度 3年度 4年度

(5,000,000)

8,000,000

(10)

11

□ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

・地方紙への複数回掲載、ＬＩＮＥニュース配信、地元テレビ局の
取材、イベント主催団体の公式ＳＮＳによる投稿、デジタルサイ
ネージによる広告などにより成果目標を大幅に上回り達成。活動指
標も目標を達成

・引き続き、地方紙、地元テレビ局と連携するととも
に、商工会議所、地方銀行や保険会社など地方にネット
ワークを持つ企業等と連携し、目標達成を目指す。

□ 拡充 □ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止

地方紙５紙（120万人）×３回掲載
大宮駅５万人×24日、マスメディア

実績

［事業の評価]

前年度の実績・成果指標等の定量的評価 実績を踏まえた令和５年度の変更点 事業評価

前年度までの
主な増減理由

・令和４年度　９月補正予算から実施

区　　　　　　分 5年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

活動指標 イベント等開催回数
(目標) (15)

成果指標 マスコミ等による露出度
(目標) (10,000,000)

５県×年３回

実績

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 5年度 令和5年度予算額の増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 80,686

・事業実施期間が半年間から１年間になるため増額２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

補 助 金 R6

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額 80,686 80,686

－ 法 定受 託事務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

首都圏北部をターゲットとした巡回キャラバン事業

部局名 首都圏統括監 課名

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託



課長名

■ ■ R4 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

市町との連携状況 － 他県の状況 －

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

（実績） （役割分担）

［事業目的］

　首都圏に関する政策の企画・推進にあたり、いち早くチャレンジして取り組めるよう、首都圏統括監の権限において試行的に検証を行う枠予算を持つことにより、
その成果を踏まえ、次年度以降の新規事業を立案、または各部局に指示する。

・次年度以降に本格的に誘客事業を実施するための調査や試行的な事業を実施する。
・枠予算を活用して実施した事業をもとに次年度の新規事業等を立案または各部局に指示・助言を行う。
・枠予算を活用して実施した事業について、事業の内容・成果を報告・公表する。

［受益者］ － ［想定される受益者数］ －

政　　策  〔 17　「チームふくい」の行政運営

［解決すべき問題・課題］ ［問題・課題を表す客観的データ］

　多様化する行政ニーズに対して、徹底現場主義の観点から、機動的かつ柔軟に
取り組むことが求められる。

－

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 5　ともに進める（総合力）
関連する県の計画等 〔 － 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率 － 法 定受託 事務

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度そ の 他

政策トライアル枠予算（首都圏統括監）

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 首都圏統括監 課名



課長名

■ ■ R4 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

令和元年度 2年度 3年度 4年度

5,000

［成果指標等の推移］

令和元年度 2年度 3年度 4年度

1

1

□ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
・令和４年度は、１事業のトライアルを実施し、令和５年度の「首
都圏北部をターゲットとした巡回キャラバン事業」の事業内容に反
映させることが出来た

・引き続き、政策トライアル枠予算（首都圏統括監）を
計上し、誘客事業等を実施するための調査等を実施する

□ 拡充 □ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止

次年度以降の新規事業を立案または各部局に指示することが成果であ
り、成果指標の目標設定は困難

実績

［事業の評価]

前年度の実績・成果指標等の定量的評価 実績を踏まえた令和５年度の変更点 事業評価

前年度までの
主な増減理由

・令和４年度　９月補正予算から実施

区　　　　　　分 5年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

活動指標
政策トライアル枠予算を
活用した事業数

(目標)

成果指標
政策トライアル枠予算の
活用を反映した事業数

(目標)

いち早く試行的に検証を行うことが目標であり、活動指標の目標設定
は困難

実績

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 5年度 令和5年度予算額の増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 5,000

－２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

R6

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額 5,000 5,000

－ 法 定受 託事務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 首都圏統括監 課名

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金

政策トライアル枠予算（首都圏統括監）


